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最近制定されたJAS

⑤モノに関する試験方法の規格

①モノの品質の規格

接着重ね材(2019年)
接着合せ材(2019年)
接着たて継ぎ材(2021年)

精米(2021年)
木質ペレット燃料(制定見込み)

⑥用語に関する規格

錦鯉－用語(2022年)

●品質・互換性の確保
●取引の円滑化、合理的な選択

●正当な評価、適正な取引に寄与

日持ち生産管理切り花(2018年)
人工種苗技術水産産品(2018年)
障害者生産食品(2019年)
持続可能鶏卵･鶏肉(2020年)

有機藻類(2021年)
大豆ミート食品類(2022年)
プロバイオポニックス農産物(2022年)
みそ(制定見込み)

●日本の産品や技術の優位性を
根拠を示してアピール

商品にJASマーク

試験証明書にJASマーク

機能性成分の定量試験方法

べにふうき茶:メチル化カテキン(2018年)
みかん:β-クリプトキサンチン(2018年)
ほうれんそう:ルテイン(2019年)
生鮮トマト:リコペン(2019年)
きのこ(ぶなしめじ):オルニチン(2021年)
魚類：鮮度(K値）(制定見込み)
りんごジュース：プロシアニジン類(制定見
込み)

●持続可能な生産をアピール
●新市場の開拓・新たなニーズの創出に寄与

一般的な品種について定義を明文化

※ （ ）内は、制定された年

②モノの生産プロセス等の規格
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③事業者による取扱方法の規格

④経営管理方法の規格

有機レストランの管理(2018年)
青果市場の低温管理(2019年)
植物工場の栽培管理(2019年)
 ﾉﾝｸﾞﾙﾃﾝ米粉の製造管理(2020年)

●適切な管理をアピール
●生産・経営の改善効率化
●環境に配慮した取り組みを

行っていることをアピール

広告等にJASマーク
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木質ペレット燃料の日本農林規格案について（JAS調査会資料3）

現 状

木質ペレット燃料とは、森林、植林地及びその他未利用の木材・端材由来の乾燥されたおが粉を、円筒状で
小粒に圧縮成型した木質燃料である。日本国内及び海外での情勢は次のとおり。

【国内】
 再生エネルギーとして注目され、2019年度（令和元年度）の生産量は147千トンである（図1）。

10年間で生産量は約3倍に増加。
 業界団体［（一社）日本木質ペレット協会］が品質基準を策定し、独自で認証が行われている。
【海外】
 世界的に生産量は増加傾向であり、2018年（平成30年）の生産量は3,500万トンである（図2）。
 木質ペレット燃料に関するISO（ISO 17225-2:2014）は、2014年(平成26年）にEN規格（EUの

地域規格）をベースに策定されている。
 欧州では、EN規格をベースにした民間規格（EN-Plus）による認証が行われている。
 北米では、業界団体が策定した民間規格による認証が行われている。

図1：国内ペレット工場数及び生産量推移林野庁資料（R1:2019年） 図2：世界における木質ペレット生産量の推移FAO資料（2018）



３

木質ペレット燃料の日本農林規格案について（JAS調査会資料3）

課 題

国産木質ペレットの品質に関わる課題として、次の2点が挙げられる。
 (一社)日本木質ペレット協会の調査によると、様々な品質の木質ペレットが流通している
状況。
 輸入ペレットが増加しており、(図３)国産ペレット産業の振興を後押しする必要。

効 果

 国産木質ペレットの品質の改善・平準化を図り、量産や稼働時間によるコスト低下を実現す
ることで、輸入木質ペレットに対する競争力を高める。

 木質ペレットを燃料とした木質バイオマス機器（ストーブ、ボイラー等）による熱利用（冷暖
房、給湯）の導入の拡大・普及により、脱炭素化への一役を担うことになる。

図3：木質ペレット燃料の日本への輸入量の推移
財務省貿易統計資料（R1:2019年）



 住宅用及び業務用の木質ペレット燃料の燃料品質による分類及び仕様について規定。

 原料の起源及び由来により、A1、A2、Bの等級を規定。
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木質ペレット燃料の日本農林規格案について（JAS調査会資料3）

木質ペレット燃料

主な基準（基準値は品質区分 A1 の場合）

 直径：D06 ６mm±１mm

D08 ８mm±１mm  微粉率：1.0w-%以下
 長さ： 3.15mm以上 40mm以下  真発熱量：16.5MJ/kg以上
 水分：10w-％以下  かさ密度：600kg/m3以上
 灰分：0.7w-%以下  窒素：0.3w-%以下
 機械的耐久性：97.5w-%以上  重金属：一例として銅10mg/kg以下

要求される性能 性能に対応する品質項目

① 燃料の安定供給に支障をきたさないこと。 直径、長さ、微粉率、かさ密度

② 燃焼異常や機械的トラブルの原因となる微粉の量が少ないこと。 微粉率、機械的耐久性

③ 移送や搬送過程での振動によって簡単に壊れないこと。 機械的耐久性、かさ密度

④ 着火性が良く燃焼安定性に優れ、出力が安定すること。 発熱量、水分、かさ密度、微粉率

⑤ 熱出力を的確にコントロールできること。 発熱量、水分、かさ密度、微粉率

⑥ 灰分が少なく、灰回収が容易であること。 灰分、灰の溶融温度

⑦ 環境リスクや有害物質の含有量が少ないこと。 環境汚染元素、有害重金属

⑧ 長期の保管においてもカビの発生や形崩れしないこと。 水分、機械的耐久性
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木質ペレット燃料の日本農林規格案について（JAS調査会資料3）

表－木質ペレット燃料の等級毎に異なる品質項目一覧

品質項目 単位 より品質が優良 等級

A1 A2 B

起源及び由来 ①樹幹材
②化学的処理され
ていない木質残材
（製材等の際に出
る、おが粉や端材）

①根を除く全木
②樹幹材
③林地残材
④化学的処理され
ていない木質残材
（製材等の際に出
る、おが粉や端材）

①森林，植林地及
びその他の未利用
木材
②木材加工産業か
らの副産物及び残
材（製材品・集成
材等の製造時に出
る、おが粉や端）

等

灰分（A） w-%(無水ベース) A ≦0.7 A ≦1.2 A ≦2.0

機械的耐久性
（DU）

w-%(到着ベース) DU ≧97.5 DU ≧96.5

窒素（N） w-%(無水ベース) N ≦0.3 N ≦0.5 N ≦1.0

硫黄（S） w-%(無水ベース) S ≦0.04 S ≦0.05

塩素（Cl） w-%(無水ベース) Cl ≦0.02 Cl ≦0.03


